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 坂本　正 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 
1952 年 7 月 5日 熊本県に生まれる 
 1977 年 3 月 東京理科大学工学部経営工学科卒業 
 1980 年 8 月 米国ウィスコンシン大学大学院東アジア言語文学部
日本語学科修士課程修了 
 1993 年 9 月 米国ボストン大学大学院教育学部応用心理言語学科
博士課程修了 
 1978 年 9 月 米国ウィスコンシン大学大学院東アジア言語文学部
教務助手（1980 年 5 月まで） 
 1980 年 9 月 米国ハーバード大学東アジア言語文明学科講師
（1981 年 5 月まで） 
 1984 年 9 月 米国ボストン大学大学院教育学部教務助手（1985
年 5 月まで） 
 1985 年 9 月 米国ハーバード大学東アジア言語文明学科講師
（1986 年 5 月まで） 
 1986 年 9 月 南山大学外国人留学生別科客員講師（1987 年 5 月
まで） 
 1987 年 9 月 南山大学外国人留学生別科客員助教授（1988 年 3
月まで） 
 1988 年 4 月 南山大学外国語学部日本語学科助教授（1998 年 3
月まで） 
 1998 年 4 月 南山大学外国語学部日本語学科教授（2000 年 3 月
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まで） 
 2000 年 4 月 南山大学人文学部日本文化学科教授（改組による学
部所属変更）（2017 年 3 月まで） 
 2000 年 4 月 南山大学国際教育センター副センター長（2004 年
3 月まで） 
 2003 年 4 月 南山大学外国語学部日本語学科長（2006 年 3 月ま
で） 
 2003 年 4 月 南山大学人文学部日本文化学科長（2006 年 3 月ま
で） 
 2007 年 4 月 南山大学大学院外国語学研究科日本語教育専攻主任
（2009 年 3 月まで） 
 2010 年 4 月 南山大学大学院人間文化研究科言語科学専攻主任
（2012 年 3 月まで） 
 2014 年 4 月 南山大学人文学部日本文化学科長（2015 年 3 月ま
で） 
 2017 年 3 月 南山大学退職 
 2017 年 4 月 南山大学名誉教授 
 学　　会 
 JALT Journal，論文審査委員，全国語学教育学会（1994.4 ～ 1998.3） 
 『世界の日本語教育』，論文審査委員，国際交流基金日本語国際センター
（1996 ～ 1997） 
 日本国際教育協会「日本語教育能力検定試験」試験出題委員（1996.4
～ 2000.3） 
 日本語教育学会評議員（1997.6 ～ 2001.5） 
 『日本語教育論集』，国立国語研究所日本語教育センター，編集委員
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（1998 ～ 2001） 
 『日本語教育』，日本語教育学会査読協力委員（1998 ～現在に至る） 
 韓国日本文化学会海外理事（1999.3 ～ 2002.5） 
 『南山大学国際教育センター紀要』編集委員（2000.4 ～ 2002.3） 
 韓国日本文化学会編集委員（2000.10 ～ 2002.6） 
 『第二言語としての日本語の習得研究』，編集委員長，第二言語習得研
究会（2001.1 ～ 2001.12） 
 『第二言語としての日本語の習得研究』，編集委員長代理，第二言語習
得研究会（2002.1 ～ 2002.5） 
 『第二言語としての日本語の習得研究』，査読委員，第二言語習得研究
会（2002.1 ～現在に至る） 
 日本語教育学会理事（2001.6 ～ 2007.5） 
 日本語教育学会大会委員（2001.6 ～ 2005.5） 
 日本語教育学副会長（2003.6 ～ 2007.5） 
 科学研究費委員会専門委員（2004 ～ 2008） 
第二言語習得研究会会長（2018 ～現在に至る）
 業　　績 
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 25． The JET Programme Japanese Language Course Intermediate Course Preparatory Workbook
 ［共著］（財団法人自治体国際化協会，2009），72pp. 
 26． The JET Programme Japanese Language Course Advanced Course Preparatory Workbook ［共
著］（財団法人自治体国際化協会，2009），86pp. 
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 29． The JET Programme Japanese Language Course Advanced Course Book 2 ［共著］（財団
法人自治体国際化協会，2009），128pp. 
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法人自治体国際化協会，2009），128pp. 
 31． The JET Programme Japanese Language Course Advanced Course Book 4 ［共著］（財団
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法人自治体国際化協会，2009），130pp. 
 34．『どんどん使える！　日本語文型トレーニング　初級』［監修］（凡人社，
2011），211pp. 
 35．『どんどん使える！　日本語文型トレーニング　中級』［監修］（凡人社，
2012），209pp. 
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42．『日本語教育への道しるべ　第 4巻　ことばのみかたを知る』［監修・
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 〈学術研究論文〉 
 1 ．「日本語教育と第二言語習得―英語話者による一照応形「自分」の習得」
［共著］『アカデミア』文学・語学編 53 号（1992/09）pp. 17 ― 46 
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 18．「日本語学習者の動機付け研究―インドネシア人とアメリカ人の日本語
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